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棒頭部の揺出率は47.6%，手本部詰80.9%，尾部は， 23.8 
%であった。本法により，捧の描出率に有意の改善がみ
られた。 
21.急性閉塞性住膿性担管炎の 1例
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担管惑に合併した急性閉塞性化膿詮胆管炎の 1例を報
告し重症胆管炎の問題点につき若干の考察を加えた。患
者は黄誼を主訴とした69議の女性で，重症腔管炎の診断
のもとに経皮的胆汁ドレナージを施行したが細蓄性ショ
ックにより死亡し，部検にて総担管癌を併うことを確認
した。次に重症担管炎の名森，議念の問題点を指摘し，
その治療成績から早期の膿詮胆、汁ドレ}ナージの有効性
を確認、した。 
22.病変の進行を長期にわたり観察した肝内睦石症の 
1{亮
与儀裕，有費光，佐藤重明
河内文雄
(JI!鉄)
本症例は36歳の男性で13年間にわたり右季助部痛・発
熱・黄痘の症状で入院をくり返している。胆のう担五症
として 2度手僚を受け題のう内に胆石が認ぬられたが，
その後も症状が持続し， 4百匡の入読時;こ PTCで肝内
胆石症と診断され，その病態が初めて明ちかにされた。
その後経遅観察中であったが，今回入院時には肝内外胆
管に胆石が充講していた。 E干内題石症は担管橡に多彩な
変イ七を示すので詳紹な読影がその診新に必要である。 
23.当院における胆石症衝後後遺窪の検討
浅田学，寺田洋医(旭中央)
題道亘接造影法，術中胆道精査法の進歩にもかかわら
ず，胆石遺残1fUは少なくないと言われている。我々が，
最近5年間に経験した胆石症は， 643椀である。この間， 
PTC，ERCPを600余例に撞行，目呈石築後後遺症 37例
(胆管胆石 21 f7u，肝内題石 13例，街後狭窄 3鍔)を経
験。これらに関し，再発症状，再発までの期間，前回手
術街式との関係等を検討，示唆に富むと君、われる 6症例
を呈示，若干の考察を加えた。 
24.爵塞註黄症の 2倒 
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PTCの普及と読影法の確立により， 関塞性黄痘の診
断は容易になった。私は閉塞性黄症の 2症例を受け持ち
，これらに対しては PTCは持徳的にも欝単であヲ，患
者の負強も少なく，診断的倍誼が非常に高いことを経験
した。痘剖工は肝門部胆管癌で島り，早い時期に診断が
ついたが部生的に切諒不能であり，減黄請を行なった。
症例 2 fま転移f生野癌を疑っていたが， PTCにより E筆頭
部癌と分か予重複癌であった。 
25. s.!菅像にて診薮医難であった陸のう癌の 2剖
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本院における，診断医難であった 2例の胆のう惑につ
いて報告する。第 1例は58歳の女性で， DIC，PTC ~こ
て総胆管の詮影欠損を認め，担管癌を疑い，腹部車管譲
影を施行した。その結果，胞のう動援の不整，血管の増
生を認め， 短のう癌と診断した。第2伊iは64歳の女性
で， DIC，PTCで躍のうは造影されず， 総題管は合流
部を中心に， 著明な狭宰橡を認め，担のう癌を強く疑
い，開慶した。組織診断は腺癌であった。術後 6年目で
なお生存中である。 
26.膨大部癌の 1手術倒
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症例57歳，女性，主訴黄痘，現病歴昭和52年5月10日
尿の濃染，蜜捧惑， 5月20眼球の黄染， 6丹3日入院，
現症黄痘(+)，右季肋部に鶏卵大の担のう。検査成讃 
MG 50，ALP 428，GOT 174，GPT 224，α-Fetopro-
tein(-)，HDGで乳頭部に一致し二重輪郭像 PTCで
肝内，誌担管の拡張，末端部の糸状の締まり， 7月6自
捧頭十二指揚切除備撞行，腫蕩は一部潰蕩を伴なう 2.0X 
1.5cm，リンパ節浸潤(一)組織学的に管状践癌，術後
は経過良好だったが，腹水貯留，下血がみられ，密後6
カ月で亮亡。 
27.圭{壌における書X線診断の改良
詮元英，大串晴夫〈上春賀総合〉
胃X線検査は腎癌殊に早期審の捨い上げ診雲寺として重
